様式A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和8年　　月　　日
墨田区長　あて

　特定建設工事共同企業体
	（第一構成員）

	住　　所
	

	商号又は名称
	

	代表者名
	　　印

	電話番号
	





応募資格審査申請書


墨田区で行うすみだトリフォニーホール大規模改修工事技術協力業務委託プロポーザルに応募する資格の審査を申請します。
なお、提出書類の内容については、事実と相違ないことを誓約します。

１　登録を受けている事業等
	登録事業名等
	登録番号等
	登録年月日等

	特定建設業
	
	　年　　　月　　日

	総合評定値（第一構成員）
	
	　年　　　月　　日

	格付登録（第一構成員）
	
	　年　　　月　　日

	格付登録（第二構成員）
	
	　年　　　月　　日

	格付登録（第三構成員）
	
	　年　　　月　　日


	

２　上記を証する登録票等は別紙として添付します。

３　申請書記載担当者　　所属
　　　　　　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　電話番号
　　　　　　　　　　　　FAX番号
　　　　　　　　　　　　E-mail




様式B
令和8年　　月　　日
墨田区長　あて

特定建設工事共同企業体
	（第一構成員）

	住　　所
	

	商号又は名称
	

	代表者名
	　　印

	電話番号
	





応募資格審査調書


すみだトリフォニーホール大規模改修工事技術協力業務委託プロポーザルに応募する応募資格について、下記の項目に該当しないことを誓約します。

※「該当しない」「該当する」を記載してください。
	
	第一
構成員
	第二
構成員
	第三
構成員

	地方自治法施行令第１６７条の４第１項各号の規定
	
	
	

	地方自治法施行令第１６７条の４第２項の規定による措置
	
	
	

	墨田区競争入札参加有資格者指名停止取扱要綱に基づく指名停止又は墨田区契約における暴力団等排除措置要綱に基づく入札参加除外措置を受けている期間中
	
	
	

	経営不振の状態
	
	
	

	信用失墜行為等入札に参加することが不適当と認められる状態
	
	
	

	墨田区発注の請負契約において、下請代金の未払い等下請契約関係に不適切な事実がある状態
	
	
	

	中小企業基本法第２条第１項に規定する中小企業者（区外業者のみ）
	
	
	－

	墨田区が発注する他の工事の請負契約の期間中（区外業者のみ）
	
	
	－


様式C
令和8年　　月　　日

墨田区長　あて

特定建設工事共同企業体
	（第一構成員）

	住　　所
	

	商号又は名称
	

	代表者名
	　　印

	電話番号
	




守秘義務誓約書（共同企業体）

当企業体は、すみだトリフォニーホール大規模改修工事技術協力業務委託プロポーザル（以下、「本プロポーザル」という。）に関連して墨田区（以下、「区」という。）から開示を受けた情報（以下、「開示情報」という。）については、区から事前に書面による承諾を得ることなく、第三者（本プロポーザルにおける共同企業体の構成員並びに下請け及び再委託の予定事業者（以下、「関連事業者」という。）を除く。）に対して開示又は漏洩しないよう守秘義務を負うことを誓約します。また、開示情報を本事業への参加目的以外で使用しないこと、及び本プロポーザル終了後、提供を受けた開示情報の電子データ（誓約者が複製又は印刷したものを含む）を適切に廃棄することを誓約します。
関連事業者に対しては、上記に準じて守秘義務を負わせること並びに開示情報を目的外に使用させないこと及び電子データを適切に廃棄させることを誓約します。
本誓約に反し、区又は第三者に損害が発生した場合は、その損害を賠償します。ただし、下記の場合には守秘義務を負わないこととします。

記

1. 本プロポーザル期間中に区が開示情報を公表した場合

2. 本プロポーザルに参加するために必要不可欠で、且つ発注者及び物件名が特定されない範囲で当該情報を第三者に対して開示する場合

以上




様式D
反社会的勢力ではないことの誓約書

令和8年　　月　　日
墨田区長　あて

所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共同企業体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

代表者名（職・氏名）　　　　　　　　　　　　　　　印


当企業体（役員を含む。以下同じ）は、すみだトリフォニーホール大規模改修工事技術協力業務委託プロポーザルに参加するにあたり、下記のとおり誓約します。

１　当企業体は現在、次の各号のいずれにも該当しないことを表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約いたします。
⑴　暴力団
⑵　暴力団員
⑶　暴力団準構成員
⑷　暴力団関係企業
⑸　総会屋、社会運動等標ぼうゴロ、特殊知能暴力集団等
⑹　その他前各号に準ずるもの

２　１に関して虚偽の申告をしたことが判明した場合には、プロポーザルへの参加及び契約を取り消されても異議を申しません。また、これにより損害が生じた場合でも、一切当企業体の責任といたします。

３　自ら又は第三者を利用して次の各号に該当する行為を行わないことを確約します。
⑴　暴力的な要求行動
⑵　法的な責任を超えた不当な要求行動
⑶　プロポーザルへの参加及び契約に関して、脅迫的な言動又は暴力を用いる行動
⑷　風説を流布し、偽計又は威力を用いて区の信用を毀損し、又は区の業務を妨害する行為
⑸　その他前各号に準ずる行為

